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開  催  記  録 

会議の名称 座間市国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時 平成 29年 12月 21日（木） 14時 00分から 15時 30分まで 

開 催 場 所  座間市役所５階 ５-４会議室 

出 席 者 

 国民健康保険運営協議会 

 公益代表 伊藤 正、松橋 淳郎、池田 徳晴 

 被保険者代表 内藤 和美、大塚 とよ子、橋本 禎子 

星野 正孝 

 保険医代表 永野 芳郎、小川 小百合 

被用者保険代表 阿川 玉樹 

事 務 局 
健康部長、国保年金課長、収納対策担当課長、国保係長、給付係長、

国保係主事補 

議 題 
１．平成３０年度からの国民健康保険の都道府県単位化に伴う協議に

ついて 

資料の名称 資料１、２、３、４ 

 

会議の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 市長あいさつ 

   

２ 開会、定足数の確認、署名人の指名 

 

３ 議事 

（１）平成３０年度からの国民健康保険の都道府県単位化に伴う 

協議について 

 

【事務局より説明】 

 

【会長】 

委員の皆様からご意見、ご質問がありましたらお願いします。 
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 【委員】 

  財政運営の中で、財政安定化基金というものを作って、それにつ

いて市の中で問題が起きた時に対応するとあるが、そのあたりにつ

いて聞きたい。 

 

【事務局】 

  市が保有している基金と県が設置している基金があるが、県の基

金については、例えば災害等の特別な事情により市町村が収納額を

確保できなかった場合に貸付及び交付されるものがある。市の方は

年度間調整、例えば収納額が１％落ちてしまった等の場合に市の基

金から繰入ができるように基金を保有すべき額がある。座間市の場

合はその基金が大変低い額になっており、収納リスクに備えて年間

の収納額の１％程度を目指して基金を保有すべきものと考えてい

る。 

 

【会長】 

  他に質問等無いようですので、議題１については以上とさせてい

ただきます。その他について事務局よりお願いします。 

 

【事務局より説明】 

 

【委員】 

１月１１日に諮問を受けて１８日に答申するという形か。 

 

【事務局】 

  １月１１日に諮問をして協議に入らせていただいて、１８日につ

いてもそのまま継続で協議をさせていただいて結果を出したい。も

しできたら１９日に答申という形を予定しているが、重要な問題で

あるので事務局としてもスムーズにいくように準備をさせていただ

きたい。 

 

【委員】 

いずれにしても２月８日に補正と当初予算の関係があるので、１

月中にはこの協議会で結論を出さないといけないイメージか。 
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 【事務局】 

  その通りです。 

 

【委員】 

  データヘルス計画を２月に策定したということで、その実施状況

とかの報告は我々は受けないのか。 

 

【事務局】 

  予定させていただきたいと思っている。 

 

【会長】 

本日の会議はこれをもちまして終わりとさせていただきます。次

回は１月１１日開催です。 

 

４．閉会 

 


